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【特別寄稿】 
「モンテヴェルディ生誕 450 年記念シンポジウム」出演歌手インタビューと解説 
 
大野 はな恵・岩佐 愛 
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※演奏楽器：電子ピアノ YAMAHA CLP-240（曲目によりチェンバロとピアノの音色とを分けて使用） 
【演奏曲目】 
―第一部 イタリア― 
クラウディオ・モンテヴェルディ作曲 《ポッペーアの戴冠 L’Incoronazione di Poppea》 
Dramma in musica プローロゴと全 3 幕 


































































Monteverdi, Claudio. L'incoronazione di Poppea: 
drama in musica: rappresentato in Venetia nel 
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Monteverdi, Claudio. L’incoronazione di Poppea. Kassel: Bärenreiter-Verlag Karl Vötterle GmbH & Co. KG, 2017. 
礒山雅 1980 「モンテヴェルディ『ポッペアの戴冠』」『最新名曲解説全集18 歌劇 1』門馬直美（監修）27-31 音楽之友社 
アーノルド、デニス 1983 『モンテヴェルディ』 後藤暢子、⼾⼝幸策（訳）みすず書房 
Università di Bologna [n.d.] 共通参考資料① s.v. “L’incoronazione di Poppea” http://corago.unibo.it/evento/SSC0000039（2018 年3月31 日閲覧） 
 
 
アントーニオ・ヴィヴァルディ作曲 《離宮のオットーネ Ottone in villa》 
Dramma per musica 全 3 幕 
台本：ドメーニコ・ラッリ（Domenico Lalli） 





表現が見られる。例えば、第２幕第３場の「亡霊よ、霊気と悪意もまた（L’ombre, l’aure e ancorailrio）」で
は、鳥のさえずりの様子をチェロのソロで歌とともに見事に表現している。本作品は、ヴィヴァルディの















































(diretto da) Basso, Alberto. 1999. Dizionario enciclopedico universale della musica e 
dei Musicisti, I titoli e i personaggi. 3 vols. Torino: UTET. s.v. “Ottone in villa.”  
Talbot, Michael. 1978. Vivaldi. Torino: EDT Musica. 
早川正昭 1981 「ヴィヴァルディ」『音楽大辞典１』岸辺成雄（編）158-162 東京：平凡社 





《ローマの不穏―高貴なるオクタウィア Die römische Unruhe, oder, die edelmühtige Octavia》 
Singspiel 全 3 幕 
台本：バルトルト・ファイント（Barthold Feind） 
初演：1705 年 8 月 5 日、ハンブルク、アム・ゲンゼマルクト劇場 
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＜作品概要＞ 
カイザーは、 生涯 120 にものぼるオペラ作品を書き、その半数以上はイタリア語の台本によるものであ
る。現存するオペラは 25 作品であり、《オクタウィア》もそのひとつである。本作品にみられる器楽書法
は独創的で優れたものである。例えば、初めてホルンが登場し、4 つの場面で用いられている。また、ファ
ゴット 5 本と通奏低音によるオクタウィアのアリア「嫉妬深い疑念（Geloso sospetto）」に見られるように、
ファゴットを独奏楽器とした 3 つの場面がある。なお、当時、アム・ゲンゼマルクト劇場でリピエーノの
第二ヴァイオリン奏者およびハープシコード奏者を務めていた若きヘンデルは、本作品の初演から遡るこ
と半年、2 月 25 日に同じ題材を用いたジングシュピール《血と殺戮で得た愛、またはネロ（Die durch Blut 





















第 1 幕第 11 場より ピソのレチテタィーヴォとアリア  




ア「Porto il seno trafitto d’un dardo（射抜かれた⼼を抱えて）」が続く。レチタティーヴォは、通奏低音によ







⿊田大介（T）、中谷路子（レチタティーヴォ部分は Cem、アリア部分は P） 
＜使用楽譜＞ 
総譜（Georg Friedrich Händels Werke. Band S 6. Leipzig: Deutsche Händelgesellschaft, 1902）から、本シンポジ






Arien aus frühen Opern, Theo Adam, Roland Münch, Kammerorchester Berlin, 堀内修（解説）. Deutsche Schallplatten, TKCC-15257. 
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Keiser, Reinhard and Barthold F. Feind. 1705. Die römische Unruhe, oder, die edelmühtige Octavia: In einem Sing-Spiel auf dem 
grossen Hamburgischen Schau-Platz aufgeführet. Hamburg.（ドイツ語／イタリア語リブレット） 
Roberts, John H. “Octavia［Die römische Unruhe, oder Die edelmühtige Octavia].” 共通参考資料②  
https://doi.org/10.1093/gmo/9781561592630.article.O903607 （2018 年 3 月 31 日閲覧） 
 
 
カール・ハインリヒ・グラウン作曲 《ブリタニコ Britannico》 
Tragedia per musica 全 3 幕  
台本：レオポルド・デ・ヴィッラーティ（Leopoldo de Villati） 





作品を共作した。1748-1756 年にかけては、フリードリヒ 2 世下の宮廷歌劇場でプリマ・ドンナとして活躍
していたソプラノ歌手ジョヴァンナ・アストゥルアのために作品を複数書いており、今回演奏された《ブ
リタニコ》のアグリッピーナ役も、そのうちの一つである。アストゥルアが同役を務めた初演以来、コロ
ラトゥーラを披露する華麗なアリア「Mi paventi il figlio indegno（恥ずべき息子は私を恐れるがよい）」は、
彼女の得意曲として知られるようになった。なお、本作品中には、第 1 幕の最後、第 3 幕第 1 場の冒頭お




































Graun, Carl Heinrich and Leopoldo de Villati. 1751. Britannicus: Ein Musicalisches Trauer-Spiel, welches auf Sr. Königl. Majest. in 
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付きイタリア語リブレット） 
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Marpurg, Friedrich Wilhelm. 1754. Historisch-kritische Beyträge zur Aufnahme der Musik I Band. Berlin. 
Mayer-Reinach, Albert. 1899. “Carl Heinrich Graun als Opernkomponist,” Sammelbände der Internationalen Musikgesellschaft, Bd. 1, 
Berlin: Franz Steiner Verlag: 446-529. 
O'Loghlin, Michael. 2008. Frederick the Great and his Musicians: The Viola da Gamba Music of the Berlin School, London: Ashgate. 




ヨハン・クリスチャン・バッハ作曲 《カラッタコ Carattaco》 
Drama Per Musica 全３幕 
台本：ジョヴァン・グアルベルト・ボッタレッリ（Giovan Gualberto Bottarelli） 
初演：1767 年 2 月 14 日 ロンドン、ヘイマーケットのキングス劇場 
＜作品概要＞ 










































の軽蔑と怒りを歌うものとなっている。アリアは（全 24 曲あるアリアのうち 5 曲を占める）3 部形式のも
のとなっており、小規模なロンド形式のアリアだが、各部の間に緩急の差はみられない。変ホ⻑調の A 部
分はアンダンテ（今回の使用楽譜ではアンダンティーノ）でゆったりと始まり、各部の接続部にポコ・リ









Alte Meister des Bel Canto: Eine Sammlung von Arien aus Opern und Kantaten, von 
Kanzonen, Kanzonetten, Opern- und Kammerduette, Band II. für praktischen Gebrauch, 









Bottarelli, Giovan Gualberto. 1767. Carattaco drama: per musica da rappresentarsi sopra il Teatro di S.M.B. La poesia e' di Giovan 
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Regina della Gran Bretagna. London. （英語散文訳付きイタリア語リブレット） 
Foster, Stephen Charles. 2014. “‘To Entertain the Fancy’: The Orchestral Concert Song in England, 1740-1800”. PhD diss., Goldsmiths 
College, University of London. 
Heartz, Daniel. 2015. “Christian Bach in London,” in J. C. Bach, ed. P. E. Corneilson. The Late Eighteenth-Century Composers. 
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Warburton, Ernest. “Bach, Johann [John] Christian,” in The New Grove Dictionary of Opera. 
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参考音源 
Bach, J. C., Stephen Roe, and Christopher Hogwood. Favourite Songs Sung at Vauxhall Gardens: Originally Published in London, 1766-1779. 
Music for London Entertainment 1660-1800. Series F. Music of the Pleasure Gardens. Vol. 1. Tunbridge Wells, Kent, England: R. Macnutt, 
1985 所収の英語曲「Tender Virgins Shun Deceivers」の録音: Mária Zádori, vocalist. 1998. “A Second Collection of Favourite Songs 
Sung at Vaux Hall - Tender Virgins Shun Deceivers”. MP3 audio track 7 on J. C. Bach, Favourite Songs Sung at Vauxhall Gardens. Capella 
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の諸氏に声楽を、Holger Berndsen 氏に歌曲解釈を師事。第 14 回日本モーツァルト音楽コンクール奨励
賞受賞。日本声楽アカデミー会員。 
 
末吉 朋子（ソプラノ） 
国立音楽大学卒業、(財)日本オペラ振興会オペラ歌手育成部修了。2005 年国際オペラコンペティション
「ドン・ジョヴァンニ」日本ブロック代表。東京室内歌劇場 40 周年記念公演「秘密の結婚(ナポリ初演
用異稿)」では急遽代役でエリゼッタ役で主演デビュー、音楽の友誌をはじめとする各誌で絶賛された。
その他、文化庁人材育成支援公演「魔笛(夜の女王)」日本オペラ協会公演「天守物語(萩)」東京室内歌劇
場公演「ラ・カリスト(カリスト)」「子供と魔法(火・うぐいす)」など多くのオペラ作品に出演。近年では
濱田芳通氏率いる古楽グループ「アントネッロ」と数多く共演し、「ポッペアの戴冠(ドゥルジッラ)」「ウ
リッセの帰還(ジュノーネ)」など、イタリア初期バロック音楽の演奏でも好評を博している。 またベー
トーヴェン「第九」などのソリストをはじめコンサートも多く出演している。2001 年~03 年イタリアに
て研鑽、イタリア国内でもソロリサイタルや数多くのコンサートに出演。2015 年、モーツァルトのコロ
ラトゥーラを収録した CD「クラシカ」(STEREO 誌推薦盤)を発売。東京室内歌劇場会員、藤原歌劇団団
員。 
 
中谷 路子（ピアノ） 
東京音楽大学音楽学部ピアノ専攻卒業。東京藝術大学別科ピアノ専修修了。ウィーン、ハンガリー・リ
スト音楽院におけるマスタークラスにてさらに研鑽を積む。声楽、室内楽、器楽のアンサンブル・ピア
ニストとして、国内はもとより欧米の演奏家とも共演を重ね、信頼を得ている。2011 年に R.ダヴィドヴ
ィチ氏(vn)と共演した模様は「室内楽の奥深い世界が紡ぎ出された」とムジカ・ノーヴァ誌上で絶賛され
た。ソロではルーテル市ヶ谷、津田ホール、東京オペラシティ等にてリサイタルを開催。現代劇とのコ
ラボレーションなど、ピアノに関わる幅広い領域で意欲的に活動している。ピアノ・ソルフェージュを
芦川紀子、ピアノを岡田敦子、K.ゲキチ、ピアノ・室内楽を K.ドラフィ、A.クユムジャン、オペラ・歌
曲伴奏を森島英子の各氏に師事。アンサンブル・ヴァリエメンバー。現在、お茶の水女子大学大学院博
士前期課程在籍中。相模女子大学非常勤講師。日本声楽家協会コレペティトル会員。 
 
  
